






















































授業期間は 2019 年 9 月 17 日 ~10 月 7 日．授









































































































































































゜陰陽の使い分け 気息を外す動きClpre■ post 
凶 1. 柔の原理定着尺度の下位尺度別の得点の変化
表 3.柔の原理定着尺度＜陰陽の使い分け＞分析項目
























゜ pre post 
図 2. 単元前後における ENDEII総得点の変化
表 5. ENDEII総得点分析項目


































n M土SD p 
pre 116 17.77士3.34
0.188 
post 116 18.18士3.15
3) 攻防分離型の簡易試合の分析について
(1)体落への対応
t値
1.32 
図4は単元最終の 10時間目に行った簡易試合
全 127試合（攻防分離型）で，相手の技（体落）
への対応を「組んだままの姿勢で踏ん張ってい
る」を「剛の防御」，「相手の足を跨ぎかわしてい
る」を「柔の防御」として起きた回数を合計した
ものである．柔の防御が 140回，剛の防御が 72
回となり，体落に対して柔の防御をした回数の方
が剛の防御をした回数よりも多い結果になった．
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図 4. 簡易試合（攻防分離型）における体落への対応
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(2)大内刈への対応
図5は単元最終の 10時間目に行った簡易試合
全 127試合（攻防分離型）で，相手の技（大内
刈）への対応を「大内刈りで投げられている」，
「そのままの姿勢で踏ん張っている」，「足をかけ
られて粘っている」を「剛の防御」，「足をあげて
かわしている」「大内返で投げている」を「柔の
防御」として起きた回数を合計したものである．
柔の防御が 143回，剛の防御が 81回となり，大
内刈に対して柔の防御をした回数の方が剛の防御
をした回数よりも多い結果になった．
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図5.簡易試合における大内刈への対応
4. まとめ
1)柔の原理定着尺度
中学生を対象とした 10時間の「感じる柔道授
業」は，「気息を外す動き」に関して有意に向上さ
せることが分かった．「気息を外す動き」は，常に
相手に対して力で強圧的に対抗したり圧倒したり
するのではなく，「かわす」「そらす」など，相手と
の気力やパワーの衝突を避けながら従順な動きを
重視して攻防するという特徴的な動きやテクニッ
クに関わるものである．単元を通して「相手の重
心や力を感じる」ことを強調し，感じた相手の重
心を利用し合理的に技をかけることを一貰してき
た．また，逆に相手に自分の重心や力のかかって
いる方向を知られない柔らかい動きが大切である
とし，相手の動いた分だけ自分も動く「柔道ダン
ス」を取り入れた．単元 9時間日には「自分だけの
戦術を考えよう」のめあてのもと，今まで学習し
たことを生かして一本を取るための戦術を考える
時間を設けた．力任せに技をかけるのではなく，
相手の重心や力を利用し，攻めだけではなく防御
の戦術として返技で投げるための戦術を考える取
り組みをした．これらの「感じて技を施す」，「相手
の技をかわす」「柔道の理想とされる動き」の学習
が「気息を外す動き」の向上に繋がったのではな
いかと考えられる．
しかし，「闘志の表出」や「激しさへの対処」「セ
ルフコントロール」など，場の気配を読みながら，
常に臨機応変に相手の意図の裏や逆を選択すると
いうような状況判断に関わる因子の「陰陽の使い
分け」に関しては有意に下がってしまった．本研
究では，全ての攻防を攻撃側と防御側に分かれた
攻防分離型でおこない， 自由形式の攻防は取り入
れなかった．自由形式の攻防は，攻防分離型の攻
防と比べると，攻撃と防御を同時に考える必要が
あり，場面選択の機会が増えると考えられる．そ
のため，授業の中に自由形式の攻防を積極的に取
り入れることで状況判断に関わる「陰陽の使い分
け」の理解が深まり，柔の原理をより理解できる
ことが期待できる．
2) コミュニケーションスキル ENDEII
中学生を対象とした 10時間の「感じる柔追授
業」はコミュニケーションスキルを高めることが
確認できた．相手の情報を読み取るために視覚情
報を遮断した「目隠しプログラム」や，触覚を中心
とした五感を研ぎ澄ませ，相手の重心や気を読み，
技を施す「返し技」を取り入れた「感じる柔道授
業」は，中学生のコミュニケーションスキルを高
めることができると考えられる．また，総得点，各
階尺度の中で相手の気持ちを読み取る読解スキル
が最も有意に向上した．視覚情報を遮断して相手
を感じることや，柔道着を通して相手の重心やカ
を感じることは「相手の気」を読むことに繋がり，
相手の気持ちを読み取る「読解スキル」を高める
要因になったのではないかと考えられる．
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